






























































する 『動物学雑誌』 (第一一二第十巻) に､ すで













































































































査｣ の説､ 長谷川氏の記事に紹介されている J・
P・ヴァンクリーブ氏の説､ そして 『動物学雑誌』

























｢蟋蟀｣ とは､ 呉の陸の 『毛詩草木鳥獣虫魚




一名蛬､ 一名蜻｡ 楚人謂之王孫､ 幽州人謂










ちなみに､ 崗元鳳纂輯 『毛詩品物図攷』 巻六
｢蟲部｣ (北京市中国書店､ 一九八五年) もまた､
｢蟋蟀｣ という虫を説明するにあたってコオロギ
の挿絵を載せている｡






























































｢蟋蟀｣ は､ 『爾雅』 巻九 ｢釈虫｣ に ｢蟋蟀､
蛬 [蟋蟀は､ 蛬なり]｣ とあり､ それに付された
東晋の郭璞の注に ｢今促織也｡ 亦名蜻 [今の促
織なり｡ 亦た蜻と名づく]｣ とあるように､ ま
















｢不穏｣ は､ 落ち着きのないさま｡ ｢吟不穏｣
とは､ コオロギが速いテンポでせきたてるかのよ
うにせわしく鳴くさまを言うのであろう｡ コオロ
ギが ｢草根｣ で鳴くというのは､ 秋を迎えたばか
りで寒さもまだ厳しくはない時期を意味する｡ こ
の時期のコオロギは体温もまだ高いため､ 鳴き声












































の和歌も､ 『詩経』 の ｢風
ひんぷう
・七月｣ の前掲の一
節から､ 発想を得ているのであろう｡ なお､ 西行

















(１) おそらくジャニス. プラット. ヴァンクリー
ブ (Janice. Pratt. VanCleave) という名のアメ
リカ人女性科学者のことであろう｡ 彼女には
『やってみよう 天文』 『やってみよう 化学』











(３) 『改訂新版 世界文化生物大図鑑 昆虫Ⅰ
チョウ・バッタ・トンボなど』 (林長閑編､
世界文化社､ 二〇〇四年) によれば､ エンマ
コオロギを説明して ｢体長26～40㎜｡ 体は黒














(４) ｢旋頭歌｣ とは､ ｢五・七・七｣ の句を二回
くりかえす歌を言う｡





いて､ 中世以前の諸本では､ いずれも ｢きり
ぎりす｣ と訓まれていたが､ 近世になり荷田
信名が 『万葉集童蒙抄』 で ｢こほろぎ｣ と訓
むべきかと説いて以後､ 賀茂真淵の 『万葉考』､
橘千陰の 『万葉集略解』 などが受け継ぎ､ そ






して､ 『万葉集』 の ｢蟋蟀｣ を ｢きりぎりす｣
と訓んだのでは､ いずれも字余りになるとい
う点が指摘される｡ 例えば､ 『万葉集略解』































ての ｢きりぎりす｣ とがあり､ 和歌ではもっ
ぱら雅語の ｢きりぎりす｣ が用いられたとの
考え方があること､ よって 『万葉集』 におい
ても､ 字余りにはなるものの､ 雅語の ｢きり
ぎりす｣ と訓まれていた可能性も依然として
排除できないこと､ などが指摘されている｡
(６) 訳は､ 『萬葉集 三』 (青木生子ほか校注､
新潮社､ 新潮日本古典集成､ 一九八〇年) に
よる｡
(７) 訳は､ 『山家集』 (後藤重郎校注､ 新潮社､
新潮日本古典集成､ 一九八二年) による｡
(８) 平安時代の文学作品に見える ｢きりぎりす｣
が今で言うコオロギを指すことについては､
注 (５) に掲げた柳澤論文を参照｡
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